
（1）

４
月
か
ら
行
政
組
織
が
変
わ
り

ま
し
た
。

担
当
業
務
が
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
た
の
か
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま

す
。

廃
止
さ
れ
た
課

○
管
財
課

管
財
課
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
普
通
財
産
、
町
有
貸
付
地
、

土
地
開
発
公
社
、
役
場
庁
舎
の
管

理
、
町
有
施
設
の
管
理
に
関
す
る

事
務
は
建
設
課
へ
、
公
衆
浴
場
に

関
す
る
事
務
は
産
業
観
光
課
へ
、

国
土
調
査
に
関
す
る
事
務
は
税
務

課
へ
移
り
ま
す
。

○
出
納
室

今
ま
で
の
事
務
は
会
計
課
へ
移

り
ま
す
。

設
置
さ
れ
た
課
等

○
会
計
課

・
会
計
係

行
財
政
改
革
の
中
で
、
収
入
役

を
廃
止
し
、
新
た
に
課
を
設
置
し

ま
し
た
。

今
ま
で
の
出
納
室
が
行
っ
て
き

た
事
務
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

○
新
行
財
政
推
進
室

・
新
行
財
政
推
進
係

町
の
財
政
状
況
が
悪
化
す
る
中

で
、
さ
ら
に
行
財
政
改
革
を
進
め

て
い
く
た
め
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
総
務
課
で
行
っ
て
き

た
行
政
組
織
・
行
財
政
改
革
、町
の

総
合
的
施
策
、広
域
行
政
、地
方
分

権
に
関
す
る
事
務
を
行
い
ま
す
。

○
国
体
推
進
室
（
公
民
館
内
）

・
国
体
推
進
係

２
０
０
９
年
に
開
催
予
定
の
ス

キ
ー
国
体
を
控
え
、
今
ま
で
社
会

教
育
課
国
体
準
備
係
で
行
っ
て
き

た
事
務
を
引
き
続
き
行
い
、
国
体

成
功
に
向
け
さ
ら
に
充
実
強
化
す

る
た
め
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

※
町
史
編
さ
ん
室
は
、
町
史
が
発

刊
し
た
こ
と
に
よ
り
、
廃
止
と

な
り
ま
す
。

慣
れ
る
ま
で
、
戸
惑
わ
れ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、「
何
課
に
行
け
ば
わ
か
ら

な
い
」と
き
は
、住
民
課
窓
口
で
ご

案
内
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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4
月
か
ら

行
政
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た
！
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第１４２５号

わたしたちのねがい
美しい自然につつまれた雪のまち湯沢
清らかな愛情あふれるまち
すこやかな活力みなぎるまち
さわやかな誰もが訪れたいまち
みんなで力をあわせ
豊かで明るく住みよい
文化の香り高いまちをつくりましょう

湯
沢
町
町
民
憲
章

広報
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平成１８年４月９日

住民課収納課

会計課
エレベータ

１階

建設課産　業
観光課町長室総務課

税務課
資産税係・住民税係

エレベータ

２階

�
入口

水道課議会
事務局

議場
学校教育課

エレベータ

３階

�
�

�
�

税務課　国土調査係
三俣地域振興対策室
（場所が変わりました。）
新行財政推進室



 

一
般
会
計　
　
　
　
　

平
成　

年
度
の

１８

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
…

平
成　

年
度
予
算
は
、
収
入
の

１８

減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
事
務

事
業
の
見
直
し
や
予
算
枠
の
配
分

方
式
に
よ
り
、
３
億
円
の
支
出
削

減
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、支

出
に
対
し
て
収
入
が
不
足
す
る
分

を
補
う
財
政
調
整
基
金
（
＝
町
の

貯
金
）の
取
り
崩
し
は
、１
億
２
４

８
３
万
１
千
円
（
前
年
度
比
３
億

５
３
３
万
９
千
円
減
）
に
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
般
会
計
の
収
入
の

う
ち　

％
を
占
め
る
税
収
入
は
、

７５

今
後
も
減
少
の
一
途
を
辿
る
と
予

想
さ
れ
、国
県
負
担
金
・
補
助
金
も

国
の
三
位
一
体
の
改
革
や
県
の
財

政
状
況
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
縮
小
、

廃
止
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
町
で

は
、
平
成　

年
度
に
事
務
事
業
見

１６

直
し
年
次
計
画
を
定
め
、
平
成　
１７

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の
３
年
間

１９

で
過
大
な
サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
や
必

要
度
の
低
い
事
業
を
廃
止
す
る
こ

と
で
５
億
円
の
削
減
を
決
め
ま
し

た
。し
か
し
、今
後
の
収
入
の
減
少

度
合
い
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に
事
業

の
取
捨
選
択
が
必
要
と
な
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、財
政
を
圧

迫
し
て
い
る
各
種
施
設
の
維
持
管

理
費
い
つ
い
て
は
、
運
営
手
法
の

見
直
し
に
よ
る
節
減
と
と
も
に
、

公
平
な
負
担
と
い
う
観
点
か
ら
受

益
者
が
支
払
う
使
用
料
金
で
、
経

費
を
賄
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
で
は
平
成　

年
度
か
ら
新
た

１８

に
新
行
財
政
推
進
室
を
設
置
し
、

前
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
並
び
に

「
第
四
次
湯
沢
町
行
政
改
革
大
綱
」

に
沿
っ
て
、
行
財
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

（2）広報ゆざわ　H１８．４．９
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６０億１０００万円
（前年度比△３億円）

１３．２

３３．３３７．５

６３．６

９３．２

７２．１７３．９７５．５
６６．５ ６６．０６３．１６０．１

０
１０
２０
３０
４０
５０
６０
７０
８０
９０
１００

S５０ S５５ S６０ H２ H７ H１２ H１３ H１４ H１５ H１６ H１７ H１８

（億円） 一般会計予算額の推移

財政調整基金取り崩し額の推移

０
Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

１億円

２億円

３億円

４億円

５億円

６億円

７億円
６億１９９７万６千円

５億２１８０万８千円

６億１９７３万２千円

４億３０１７万円

１億２４８３万１千円

３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
平
成　

年
度
当
初
予
算
案

１８

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
湯
沢
町
の
全
て
の
会
計（
一
般
会

計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
）
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額

は
１
２
３
億
３
４
９
１
万
円
で
、
そ
の
う
ち
町
の
行
政

運
営
の
基
本
と
な
る
一
般
会
計
は　

億
１
０
０
０
万
円
、

６０

前
年
度
と
比
べ
３
億
円
、　

％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

４．８



（3）

収
入

町
の
収
入
の
根
幹
で
あ
る
町
税

収
入
は　

億
３
３
７
６
万
４
千
円

４５

で
、
前
年
度
と
比
べ
１
億
１
３
１

万
４
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

土
地
、
家
屋
に
つ
い
て
３
年
に
１

度
の
価
格
の
見
直
し（
評
価
替
）が

行
わ
れ
た
こ
と
や
、
償
却
資
産
の

減
少
に
よ
り
固
定
資
産
税
は
、
１

億
３
５
８
９
万
５
千
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。一
方
、町
民
税
に

つ
い
て
は
所
得
税
法
の
改
正
（
定

率
減
税
の
縮
減
等
）
の
影
響
に
よ

り
、
３
８
８
１
万
１
千
円
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

国
か
ら
の
負
担
金
や
補
助
金
を

計
上
し
た
国
庫
支
出
金
は
、
１
億

７
８
３
４
万
７
千
円
と
な
り
、
前

年
度
と
比
べ
６
２
９
６
万
４
千
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
道
路
や
橋

の
整
備
に
対
す
る
国
か
ら
の
補
助

金
を
新
た
に
受
け
る
こ
と
が
増
加

の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
臨
時
的
収
入
と
し
て
、

平
成　

年
度
か
ら
民
営
化
さ
れ
る

１８

こ
と
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
温
泉
管

理
事
業
会
計
の
清
算
金
を
、
１
億

７
３
１
９
万
円
計
上
し
て
い
ま
す
。
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平成１８年度　一般会計予算

収入

使用料及び手数料
５４２７万５千円（０．９０％）

財産収入
９１７５万８千円（ １．５３%）

その他
８２００万３千円（ １．３６%）繰越金

５０００万円（０．８３%）
分担金及び負担金
５１８２万７千円（０．８６％）

地方譲与税
１億３１６０万４千円（２．１９％）

地方消費税交付金
１億１０００万円（１．８３％）

国庫支出金
１億７８３４万７千円（２．９７％）

県支出金
１億８５９７万円（３．０９%）

諸収入
２億４１８２万２千 円

繰入金
２億９８６３万円（４．９７%）

町税の内訳
３６億９７３０万３千円固定資産税
６億１４１１万４千円町 民 税
１億５００万１千円入 湯 税
１億２９万１千円町たばこ税
１５０５万５千円軽自動車税
２００万円都市計画税

その他内訳
３２００万円自動車取得税交付金
２１００万円地 方 特 例 交 付 金
１３５０万円町 債
６００万円利 子 割 交 付 金
６００万円ゴルフ場利用税交付金
２５０万円交通安全対策特別交付金
１００万円地 方 交 付 税
１，０００円配 当 割 交 付 金
１，０００円株式等譲渡所得割交付金
１，０００円寄 附 金

町税
４５億３３７６万４千円（７５．４４%）



支
出

…
施
策
別
予
算
の
概
要

平
成　

年
度
に
、
平
成　

年
度

１７

１８

か
ら　

年
度
ま
で
の
５
か
年
間
の

２２

ま
ち
づ
く
り
の
施
策
の
方
向
を
示

し
た
湯
沢
町
総
合
計
画
「
後
期
基

本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
後
日
配
布
さ

れ
ま
す
。）
こ
こ
で
は
、
総
合
計
画

の
基
本
方
向
に
沿
っ
て
、
町
の
支

出
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人
が
安
心
し

安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

■
社
会
福
祉
・
保
健
・
医
療

○
障
害
者
生
活
支
援

…
更
正
医
療
費
給
付
、
障
害
者

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
・
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
、
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
な
ど２

２
９
２
万
５
千
円

○
高
齢
者
生
活
支
援

…
緊
急
居
宅
介
護
・
配
食
サ
ー

ビ
ス
・
介
護
用
品
支
給
事
業

な
ど

１
４
８
８
万
１
千
円

○
子
育
て
支
援

…
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
、

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

６
１
４
万
１
千
円

○
保
育

…
保
育
園
の
運
営
や
施
設
の
維

持
改
修
に
か
か
る
費
用
な
ど

１
億
４
３
５
万
４
千
円

○
児
童
手
当
（
給
付
対
象
が
小
学

校
３
年
生
ま
で
か
ら
６
年
生
ま

で
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。）

５
７
５
７
万
２
千
円

○
母
子
健
康
事
業

…
妊
婦
・
乳
児
・
幼
児
医
療
費

助
成
な
ど１

５
２
１
万
１
千
円

○
検
診
事
業

３
０
４
４
万
１
千
円

■
安
全
・
環
境
・
克
雪
対
策

○
交
通
安
全
対
策

…
交
通
安
全
の
啓
蒙
、
道
路
の

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
・
標
識
・
区

画
線
設
置
な
ど

１
７
７
９
万
６
千
円

（4）広報ゆざわ　H１８．４．９

支出
…行政目的別に見た町の支出

町の支出を行政目的別に見ると、土木費が最も大きな割合を占めてお
り、続いて総務費・民生費・衛生費と続いています。

総務費
１４億４８４５万７千円（２４．１０％）

民生費
６億６７０１万３千円（１１．１０％）

衛生費
５億８９４８万９千円（９．８１％）

商工費
４億３６１５万９千円（７．２６％）

教育費
４億３０５１万１千円（７．１６％）

消防費
３億６０３６万１千円（６．００％）

農林水産業費
１億２０３２万６千円（２．００％）

公債費
２億５８８１万円（４．３１％）

議会費
６４６３万４千円（１．０８％）

その他
５１９３万８千円（０．８６％）

土木費
１５億８２３０万２千円（２６．３３％）

その他内訳
２５００万円予 備 費
１３７０万４千円災害復旧費
１３２３万３千円労 働 費
１０００円諸 支 出 金
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○
消
防
団
（
広
域
連
合
で
管
理
し

て
い
た
町
消
防
団
に
要
す
る
経

費
を
広
域
連
合
の
解
散
に
伴
い

町
の
予
算
に
計
上
し
ま
し
た
。）

３
６
５
５
万
２
千
円

○
除
雪
対
策

…
道
路
除
雪
、
消
雪
施
設
整
備
、

除
雪
機
械
購
入
費
な
ど

２
億
３
５
５
万
２
千
円

人
と
自
然
が

共
生
で
き
る
ま
ち

■
土
地
利
用

○
国
土
調
査

…
土
樽
・
松
川
・
三
俣
地
区
の

地
籍
調
査３

２
３
６
万
８
千
円

○
下
中
子
地
内
土
壌
汚
染
調
査

３
５
０
０
万
円

■
公
園
・
広
場

○
公
園
整
備

…
土
樽
自
然
公
園
整
備
、
中
央

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
・
レ

ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
改
修
な
ど

１
億
１
０
５
０
万
５
千
円

■
自
然
資
源
の
保
全

○
治
山
林
道
事
業

…
大
島
南
沢
改
修
な
ど

１
１
１
１
万
８
千
円

○
河
川
維
持
改
修

…
河
川
草
刈
、岩
原
水
路
・
エ
ス

ボ
川
・
小
河
川
改
修
な
ど

２
１
７
０
万
円

■
三
俣
地
域
振
興
対
策

○
町
な
み
環
境
整
備
協
議
会
活
動

助
成

２
０
０
万
円

人
の
暮
ら
し
を
支
え
る

活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

■
産
業

○
花
の
郷
管
理

…
花
の
郷
植
栽
、
体
験
工
房
大

源
太
や
陶
芸
工
房
の
管
理
運

営
な
ど

２
８
８
１
万
４
千
円

○
観
光
宣
伝

…
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

や
広
告
宣
伝
な
ど

７
２
３
２
万
９
千
円

■
情
報
・
通
信

○
情
報
化
推
進

…
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
な
ど

２
９
９
４
万
４
千
円

■
交
通

○
道
路
新
設
改
良

６
４
３
２
万
７
千
円

○
橋
梁
新
設
改
良

…
船
沢
橋
架
替

１
億
８
６
１
９
万
円

■
環
境
衛
生

○
ご
み
の
収
集
運
搬
処
理

２
億
８
０
７
０
万
２
千
円

人
が
育
ち地

域
を
育
む
町

■
町
民
文
化
の
育
成

○
全
国
童
画
展

５
４
２
万
４
千
円

○
雪
国
館
管
理
運
営

９
１
８
万
９
千
円

■
生
涯
学
習
の
推
進

○
公
民
館
事
業

…
施
設
維
持
管
理
、
各
種
講
座

や
地
区
館
事
業
費
な
ど

４
０
０
５
万
３
千
円

■
学
校
教
育
の
充
実

○
小
学
校

…
施
設
の
維
持
管
理
、
教
育
振

興
に
要
す
る
経
費
な
ど

８
９
４
６
万
７
千
円

○
中
学
校

…
施
設
の
維
持
管
理
、
中
学
校

建
設
積
立
金
、
教
育
振
興
に

要
す
る
経
費
な
ど

１
億
７
４
２
万
２
千
円

■
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
振
興

○
国
体
準
備
（
本
年
度
よ
り
国
体

推
進
室
を
新
た
に
設
け
、
体
制

の
強
化
を
図
り
ま
す
。）

１
０
０
６
万
円

■
国
際
交
流
の
推
進

○
中
学
生
海
外
派
遣
等

４
５
７
万
８
千
円

人
の
営
み
を
支
え

と
も
に
創
る
ま
ち

■
行
政
運
営
・
財
政

○
町
内
会
運
営
費
補
助
金

５
８
７
万
円

○
徴
税
費

…
税
金
の
課
税
や
徴
収
に
要
す

る
経
費
な
ど

５
７
３
０
万
１
千
円



《
人
件
費
》

湯
沢
町
職
員
の
給
与
水
準
は
、

平
成　

年
４
月
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

１７

指
数
（
国
家
公
務
員
の
給
与
水
準

を
１
０
０
と
し
た
場
合
の
湯
沢
町

職
員
の
給
与
水
準
を
示
す
指
数
）

が　
．
６
で
、県
内　

市
町
村
中　

８８

５１

４４

位
の
低
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成　

年
度
に
策
定
し
た

１７

定
員
適
正
化
計
画
で
は
、
平
成　
２５

年
度
ま
で
に　

人
の
削
減
を
行
う

３０

予
定
で
あ
り
、
人
件
費
の
抑
制
に

努
め
て
い
ま
す
。

《
公
債
費
》

一
般
会
計
で
は
、
こ
れ
ま
で
町

債（
＝
借
金
）を
必
要
最
小
限
に
と

ど
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
公

債
費（
＝
返
済
金
）も
他
の
市
町
村

に
比
べ
て
非
常
に
少
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。し
か
し
、建
設
投
資
の
た

め
に
多
額
の
借
金
を
し
て
き
た
下

水
道
特
別
会
計
で
は
、
そ
の
返
済

金
を
下
水
道
料
金
で
賄
え
な
い
た

め
一
般
会
計
が
負
担
し
て
お
り
、

そ
の
額
は
５
億
４
７
０
０
万
円
余

り
に
達
し
て
い
ま
す
。

《
広
域
連
合
の
解
散
に
つ
い
て
》

消
防
や
ご
み
処
理
な
ど
の
広
域

的
な
業
務
を
行
っ
て
き
た
南
魚
沼

地
域
広
域
連
合
は
、
平
成　

年
３

１８

月　

日
で
解
散
と
な
り
、
業
務
は

３１
南
魚
沼
市
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、湯
沢
町
は

南
魚
沼
市
に
業
務
を
委
託
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

今
後
は
、
南
魚
沼
市
と
の
連
携

を
密
に
し
な
が
ら
良
質
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
ま
す
。

《
他
会
計
へ
の
補
助
金
、繰
出
金
》

特
別
会
計
・
企
業
会
計
は
、独
立

採
算
が
原
則
で
す
が
、毎
年
、多
額

の
お
金
を
一
般
会
計
か
ら
も
ら
っ

て
収
支
を
合
わ
せ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
平
成　

年
度
は
前
年
度

１８

と
比
べ
て
６
１
０
８
万
７
千
円
増

の　

億
１
０
７
３
万
６
千
円
、
一

１４
般
会
計
総
額
の
実
に　
．

５
％
が

２３

支
出
さ
れ
ま
す
。
下
水
道
特
別
会

計
の
建
設
費
不
足
分
や
制
度
改
正

に
と
も
な
う
介
護
保
険
事
業
費
の

増
加
分
に
対
し
て
支
出
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
こ
と
が
増
額
の
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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下水道特別会計
７億７００３万３千円

※下水道整備のための借金
の返済分

病院事業会計
１億５千万円

※経営収入をもって充てられな
い経費分

水道事業会計
５９６０万８千円

※水道整備のための借金の
返済分

���

老人保健特別会計
６１９３万１千円

※老人医療費の一部分
�一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会一般会計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計�

観光事業会計
１億６７００万４千円

※ロープウエーを架けたと
きの借金の返済分

�
�

介護保険特別会計
１億２３３４万円

※給付費、認定審査会にかかる費用

国民健康保険特別会計
７８８２万円

※国民健康保険税の軽減分

予算のうち各種事業に任意で使えるお金は半分以下

３３．１％
職員等人件費、公債費、南魚沼市
への広域業務委託など義務的経費

２３．５％
他会計への繰出金、補助金

任意で使えるお金４３．４％

一般会計
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特
別
会
計                  

特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
、
そ

の
事
業
の
収
入
を
支
出
に
あ
て
、

一
般
会
計
と
区
別
し
て
経
理
す
る

会
計
で
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
は
、
他
の
医
療

保
険
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
皆

さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
国
民

健
康
保
険
税
と
国
、県
の
負
担
金
・

補
助
金
等
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。支
出
で
は
、医
療
費
を
は
じ
め
、

出
産
育
児
一
時
金
や
人
間
ド
ッ
ク

に
対
す
る
助
成
金
等
、
少
子
化
対

策
や
疾
病
予
防
の
予
算
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
医
療
環
境
の
整
備
な

ど
で
、
年
々
医
療
費
支
出
が
伸
び

て
い
ま
す
。

老
人
保
健
特
別
会
計

老
人
保
健
制
度
は
、
高
齢
者
の

た
め
の
適
切
な
医
療
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　

歳
（
一
定
の
障
害
の
あ
る
人
は

７５
　

歳
）
以
上
の
人
に
対
し
医
療
費

６５の
給
付
を
行
う
た
め
の
予
算
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
平
成　

年　

月

１４

１０

の
医
療
制
度
改
正
で
、
老
人
保
健

対
象
者
が　

歳
か
ら　

歳
に
引
き

70

７５

上
げ
ら
れ
対
象
者
数
は
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
医
療
環
境
の
整
備
な

ど
で
、
医
療
費
支
出
は
伸
び
て
い

ま
す
。ま
た
、医
療
費
に
か
か
る
個

人
負
担
割
合
の
見
直
し
な
ど
、
今

後
の
制
度
改
革
の
動
向
が
注
目
さ

れ
ま
す
。

下
水
道
特
別
会
計

水
質
保
全
と
健
康
で
快
適
な
生

活
環
境
の
確
保
の
た
め
の
下
水
道

整
備
等
に
係
る
予
算
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
投
資
を

し
て
き
た
湯
沢
町
の
平
成　

年
4

１７

月
1
日
現
在
の
下
水
道
普
及
率
は
、

　
．

０
％
で
、
県
内
で
も
上
位
と

８９な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
必

要
と
す
る
状
態
に
な
っ
た
高
齢
者

を
社
会
全
体
で
支
え
る
制
度
で
す
。

平
成　

年
度
か
ら
、
高
齢
者
の

18

「
自
立
」
と
「
尊
厳
の
保
持
」
を
徹
底

す
る
た
め
、
予
防
重
視
へ
の
転
換

を
図
る
と
と
も
に
、
制
度
改
正
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
湯
沢
町
の
高
齢

化
率
は
、
介
護
保
険
制
度
が
始

ま
っ
た
平
成　

年
に
は　
．　

%

12

２２

８４

で
し
た
が
、
平
成　

年
３
月
に
は

１８

　
．　

%
に
上
昇
し
ま
し
た
。団
塊

２５

９７

の
世
代
が
高
齢
者
の
仲
間
入
り
を

す
る
平
成　

年
に
は
超
高
齢
化
社

２６

会
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
介
護

給
付
費
の
支
出
が
ま
す
ま
す
増
加

す
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
社
会
保
険
制
度
全
体
の

制
度
改
正
と
併
せ
て
、
保
険
料
や

個
人
負
担
の
割
合
な
ど
も
今
後
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

企
業
会
計                  

民
間
企
業
と
同
じ
よ
う
に
独
立

採
算
の
会
計
で
、
経
費
は
税
金
で

は
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
収
益
で
ま
か

な
わ
れ
ま
す
。

水
道
事
業
会
計

老
朽
管（
石
綿
管
）か
ら
鋳
鉄
管

等
へ
の
布
設
替
え
や
排
水
施
設
の

整
備
等
、
安
全
で
安
定
し
た
水
の

供
給
を
行
う
た
め
の
予
算
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

温
泉
管
理
事
業
清
算
特
別
会
計

今
ま
で
町
で
行
っ
て
き
た
温
泉

管
理
事
業
が
平
成　

年
度
か
ら
民

１８

営
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

事
業
廃
止
に
伴
い
、未
収
金
・
未
払

金
等
の
清
算
を
行
う
た
め
の
予
算

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

観
光
事
業
会
計（
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
）

観
光
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
民

営
化
に
向
け
協
議
中
で
す
が
、
平

成　

年
度
当
初
予
算
で
は
年
間
予

18
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

高
山
植
物
園
ア
ル
プ
の
里
や
冬

期
町
営
ス
キ
ー
場
、
体
験
工
房
大

源
太
の
営
業
な
ど
の
た
め
の
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

病
院
事
業
会
計

保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
の
診
療
収

入
等
を
こ
の
会
計
で
受
け
て
か
ら

（
社
）
地
域
医
療
振
興
協
会
に
診
療

報
酬
と
し
て
交
付
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
病
院
建
設
時
の
借
金
や

施
設
設
備
の
簿
価
管
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。
前
年
度
と
同
様
に
一
般

会
計
か
ら
の
補
助
金
を
1
億
５
千

万
円
計
上
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち

８
千
万
円
は（
社
）地
域
医
療
振
興

協
会
に
経
営
健
全
化
交
付
金
と
し

て
交
付
さ
れ
ま
す
。

 

前年比（%）予算額（円）会計名

△３．９９億６９００万国 民 健 康 保 険
特
別
会
計

△３．１７億４６１６万８千老 人 保 健

１．２１０億４１６１万２千下 水 道

－１億７６９８万５千温 泉 管 理 事 業 清 算

１２．０６億２８５２万９千介 護 保 険

１．６４億２２８９万２千収 益 的 収 入

水 道 事 業

企
業
会
計

５．１４億９０２万収 益 的 支 出

△８．２５６４７万８千資 本 的 収 入

△５．５２億８４３７万８千資 本 的 支 出

－８億２３３９万２千収 益 的 収 入

観 光 事 業
－７億８４１１万５千収 益 的 支 出

－資 本 的 収 入

－１億９４５７万２千資 本 的 支 出

８．９１０億３７３４万２千収 益 的 収 入

病 院 事 業
８．８１０億８８１１万３千収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

△８７．３２４１万８千資 本 的 支 出
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ゆ
ざ
わ
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口座振替日
○注 

合計貸地料下水道事業受益者負担金上下水道使用料介護保険料軽自動車税国民健康保険税固定資産税町県民税月別

４月２８日（毎月）（随時）４月
５月２９日軽自動車税１期１期５月
６月２８日１期１期６月
７月２８日１期２期７月
８月２８日２期２期８月
９月２８日２期２期３期９月
１０月３０日４期３期１０月
１１月２８日３期５期１１月
１２月２５日３期６期３期１２月
１月２９日４期７期４期１月
２月２６日貸地料８期４期２月
３月２８日４期（随時）９期３月

建設課
℡７８４‐４８５２

水道課
℡７８４‐４８５３

納付の相談・・・・・・・・・・・収納課　℡７８４‐３０５６
課税の内容・・・・・・・・・・・税務課　℡７８４‐３４５２
上下水道使用料の内容・・・・・・水道課　℡７８４‐４８５３

問い合わせ

平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１８８８８８８８８８８年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度納納納納納納納納納納税税税税税税税税税税等等等等等等等等等等のののののののののの計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画表表表表表表表表表表　平成１８年度納税等の計画表　
毎月の納付額を納税通知書等により記入して、納税計画を立てましょう。
●納期限について…各月の月末（１２月は２５日）です。（金融機関休業日の場合は翌営業日）
○注 口座振替について…第四銀行・北越銀行・新潟県信用組合・しおざわ農業協同組合の本店・支店及び本所・支所、郵便局での振替日は下表のとおりとな
ります。その他の金融機関の振替日は、各月２７日（金融機関休業日の場合は翌営業日）になります。

便利な口座振替納付をお奨めします。（金融機関等で手続きができます。）

平成１８年４月から平成１９年３月まで
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フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンのののののののののののののののののののののののののののののの後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末はははははははははははははははははははははははははははははは飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主のののののののののののののののののののののののののののののの責責責責責責責責責責責責責責責責責責責責責責責責責責責責責責任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任ででででででででででででででででででででででででででででででフンの後始末は飼い主の責任ですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
犬の散歩の時、フンを

きちんと持ち帰っていま
すか。
多くの苦情が寄せられ

ています。フンを放置し
たり、散歩の途中で道端
や公園に捨てることは、
絶対にやめましょう。な

かには、家から持てきたフンを捨てている飼い
主もいるそうです。周りの衛生環境を損ねたり、
他人に迷惑をかけるようでは、犬を飼う資格は
ありません。飼い主の皆さん、もう一度犬を飼
う際のマナーを考えてください。
飼い主として責任を持ち、他人に迷惑をかけ
ないように、正しい飼育環境を清潔に保つとと
もに、町の衛生環境の美化にもご協力ください。

「
そ
ば
」
を
栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か

町
で
は
生
産
調
整
（
転
作
）
の
振
興
作
物
と
し
て
そ
ば
を
推
奨
し
て
お
り
、

水
田
に
そ
ば
の
作
付
を
し
た
場
合
、
他
の
作
物
よ
り
補
助
が
多
く
交
付
さ
れ

ま
す
。

【
水
田
農
業
推
進
対
策
事
業
補
助
金
（
生
産
調
整
補
助
金
）】

○
作
付

１
６，
０
０
０
円
／　

a
１０

○
そ
ば
種
子
補
助

３，
０
０
０
円
／　

a
１０

○
出
荷
加
算

３
５，
０
０
０
円
／　

㎏
４５

ま
た
、
そ
ば
は
比
較
的
簡
単
に
栽
培
で
き
、
種
ま
き
・
刈
り
取
り
・
乾
燥
等

の
作
業
委
託
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
新
た
に
機
械
を
購
入
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
で
は
体
験
工
房
大
源
太
の
そ
ば
打
ち
体
験
の
そ
ば
粉
を
湯
沢
産
で
賄
う

こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
収
穫
し
た
そ
ば
を
買
い
取
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

農
林
振
興
係

産
業
観
光
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
４
８
５
０

３
月　

日
か
ら
「
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の

２７

救
済
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

【
救
済
の
対
象
者
】

労
働
者
ま
た
は
特
別
加
入
者
で
あ
っ
て
石
綿

に
さ
ら
さ
れ
る
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
に
よ
り
、

指
定
疾
病
等
（
＊
①
）
に
か
か
り
、
こ
れ
に
よ
り

死
亡
し
た
方
（
＊
②
）
の
遺
族
で
あ
っ
て
、
時
効

（
＊
③
）に
よ
り
、労
災
保
険
法
に
基
づ
く
遺
族
補

償
給
付（
＊
④
）の
支
給
を
受
け
る
権
利
が
消
滅

し
た
方
。

（
＊
①
）

中
皮
腫
、気
管
支
ま
た
は
肺
の
悪
性
新
生
物（
肺
が
ん
）、石
綿

肺
、
び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
及
び
良
性
石
綿
胸
水
。

（
＊
②
）

昭
和　

年
９
月
１
日
以
降
に
指
定
疾
病
に
か
か
り
、
こ
れ
に

２２

よ
り
こ
の
法
律
の
前
日
の
５
年
前
の
日
（
平
成　

年
３
月　

日
）

１３

２６

ま
で
に
死
亡
し
た
方
。

（
＊
③
）

遺
族
補
償
給
付
の
支
給
を
受
け
る
権
利
は
、
亡
く
な
ら
れ
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
５
年
以
内
に
請
求
し
な
い
場
合
は
時

効
に
よ
り
消
滅
。

（
＊
④
）

業
務
上
の
事
由
に
よ
る
給
付
。

【
救
済
の
内
容
】

特
別
遺
族
年
金
ま
た
は
特
別
一
時
金

（
請
求
先
…
所
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
）

※
特
別
遺
族
年
金
ま
た
は
特
別
一
時
金
に
つ
い

て
、詳
し
く
内
容
を
知
り
た
い
方
は
、新
潟
労

働
局
ま
た
は
最
寄
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
労
災
補
償
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
へ
救
済
給

付
に
つ
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生

保
全
機
構
ま
た
は
環
境
省
地
方
環
境
事
務
所

に
相
談
の
上
、
申
請
等
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

新
潟
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補
償
課

℡
０
２
５
・
２
３
４
・
５
９
２
５

独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構

℡
０
１
２
０
・
３
８
９
・
９
３
１

�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
よ
る

健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
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　　　　湯沢町職員異動（平成１８年４月１日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
前所属新所属《課長級》

産業観光課 課長兼農業委員会事務局長総務課 課長樋 口　 新 一
総務課 参事兼行財政改革担当税務課 課長坂 西　 静 夫
社会教育課 課長兼公民館長兼歴史民俗資料館長産業観光課 課長兼農業委員会事務局長上 村　 憲 夫
福祉保健課 課長兼病院係長事務取扱福祉保健課 課長田 村　 武 雄
税務課 課長新行財政推進室 室長南 雲　 正
管財課 課長会計課 課長茂木　三千夫
ロープウェー事業所 所長ロープウェー事業所 所長兼営業係長事務取扱南 雲　 宣 夫
住民課 課長補佐兼国保年金係長事務取扱社会教育課 課長兼公民館長兼歴史民俗資料館長並 木　 進
水道課 課長補佐兼業務係長事務取扱国体推進室 室長田 村　 修
管財課 課長補佐建設課 参事田 村　 久 芳
出納室 参事兼出納係長事務取扱会計課 参事兼会計係長事務取扱青 山　 薫

前所属新所属《課長補佐級》
社会教育課 副参事兼文化財係長事務取扱総務課 課長補佐兼消防防災係長事務取扱南 雲　 順 二
総務課 副参事兼企画振興係長事務取扱税務課 課長補佐兼住民税係長事務取扱南 雲　 仁
福祉保健課 課長補佐兼福祉係長事務取扱収納課 課長補佐兼収納係長事務取扱剣 持　 猛
税務課 課長補佐兼住民税係長事務取扱住民課 課長補佐兼国保年金係長事務取扱玉 田　 勇
産業観光課 課長補佐兼施設係長事務取扱産業観光課 課長補佐南 雲　 敏 夫
建設課 副参事兼管理係長事務取扱水道課 課長補佐兼工務係長事務取扱角 谷　 豊 明
収納課 課長補佐兼収納係長事務取扱福祉保健課 課長補佐兼福祉係長事務取扱阿 部　 道 雄
社会教育課 課長補佐兼国体準備係長事務取扱国体推進室 室長補佐兼国体推進係長事務取扱高 橋　 政 弘
総務課 庶務係長総務課 副参事兼庶務係長事務取扱腰 越　 則 夫
産業観光課 商工観光係長総務課 副参事兼情報統計係長事務取扱佐 藤　 清 美
管財課 副参事兼管財係長事務取扱税務課 副参事兼国土調査係長事務取扱南 雲　 利 巳
住民課 副参事兼土樽保育園長事務取扱住民課 副参事兼浅貝保育園長事務取扱田村　真理子
総務課 人事給与係長住民課 副参事兼保育係長事務取扱角 谷　 正 喜
建設課 副参事兼都市計画係長事務取扱産業観光課 副参事兼商工観光係長事務取扱関　 秋 光
水道課 副参事兼下水道係長事務取扱建設課 副参事兼維持係長事務取扱須 長　 久 栄
住民課 保育係長建設課 副参事兼都市計画係長事務取扱宮 下　 義 規
ロープウェー事業所 総務係長ロープウェー事業所 次長兼総務係長事務取扱小野塚　友子
新潟県（派遣）収納課 副参事井 口　 計 夫

前所属新所属《係長級》
総務課 情報政策係長総務課 人事給与係長森 下　 政 史
産業観光課 農林振興係長住民課 環境生活係長高 橋　 勝 彦
管財課 施設管理係長建設課 管財係長高 野　 剛
建設課 用地係長産業観光課 農林振興係長清 水　 守
水道課 水道温泉係長兼管理係長水道課 管理係長笛 田　 節 夫
水道課 業務係主任水道課 業務係長南雲　あや子
住民課 環境生活係長新行財政推進室 新行財政推進係長池 田　 文 敏

前所属新所属《主任級》
税務課 資産税係主任総務課 消防防災係主任宮 田　 玲
水道課 総務課 庶務係主任本 田　 忠 志
総務課 総務課 財政係主任関　 良 子
総務課 総務課 財政係主任田 村　 雅 彦
福祉保健課 保健係主任税務課 資産税係主任岩 崎　 裕 一
税務課 税務課 住民税係主任高 野　 敏 明
管財課 国土調査係主任税務課 国土調査係主任南 雲　 悟
福祉保健課 保健係主任保健師福祉保健課 介護保険係主任保健師国 松　 明 美
産業観光課 産業観光課 農林振興係主任丸 山　 由 和
建設課 用地係主任建設課 維持係主任関　 正 幸
総務課 企画振興係主任新行財政推進室 新行財政推進係主任山 岸　 勝 彦
社会教育課 文化財係主任社会教育課 社会教育係主任松本　すみ子
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　　　　教職員異動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
転出転入学校名

職名新任校氏名前任校氏名職名
教 頭上越市　高志小池 田　 隆長岡市　上組小佐山　 幸太郎教 頭

三国小学校
教 諭燕市　分水小霜 鳥　 一 幸

（行政へ）松 崎　 一 昭新潟市　木戸小中 川　 陽 一校 長
三俣小学校

教 諭燕市　吉田小井 筒　 正 之妙高市 　妙高高原北小関　 泰教 諭
校 長柏崎市　米山小上 村　 勝南魚沼市　塩沢小桑 原　 秀 幸教 頭

神立小学校
教 諭南魚沼市　六日町小小林　 久美子長岡市　表町小伊 澤　 倫 夫教 諭
教 諭南魚沼市　中之島小廣 瀬　 理 恵南魚沼市　六日町小山賀　 ひとみ教 諭
教 諭新潟市　太夫浜小山崎　 絵梨奈十日町市　西小五十嵐　万希子教 諭

（石川県へ）小 原　 政 紀新潟市　横越小本 間　 裕教 諭
教 諭長岡市　十日町小長谷川　 幸一長岡市　十日町小鎌 田　 正 紀教 諭

土樽小学校
教 諭十日町市　水沢小阿部　 久美子南魚沼市　城内小杉 森　 佳 代教 諭
養護 教 諭南魚沼市　上関小田 中　 良 子新潟市　中之口西小南 波　 祐 子養護 教 諭
主 任湯沢町　湯沢中中 島　 祐 子（新採用）石 黒　 恭 平事務 職 員
教 諭長岡市　大島小瀬 藤　 雄 二小千谷市　小千谷小柴 田　 研 一教 諭

湯沢小学校
教 諭糸魚川市　大野小高橋　 由香里
教 諭新潟市　白南中土 田　 幹 雄加茂市　葵中田 村　 和 弘教 諭

湯沢中学校
教 諭十日町市　南中野 村　 淳柏崎市　西山中伊 藤 貴 弘教 諭
教 諭長岡市　小国中佐 野　 浩 美柏崎市　東中岸　 崇教 諭
主 査南魚沼市　大和中井 上　 智 子湯沢町　土樽小中 島　 祐 子主 任

（新採用）横 山　 和 彦教 諭

前所属新所属《一般職員》
管財課 税務課 野 口　 純 一
出納室 住民課 酒井　真紀子
管財課 建設課 樋口　由樹子
総務課 水道課 南 雲　 重 幸
総務課 水道課 角 谷　 淳 史
住民課 水道課 南 雲　 一 也
産業観光課 福祉保健課 富 沢　 雅 文
水道課 福祉保健課 平 賀　 大 裕
出納室 会計課 大野　三奈子
出納室 会計課 平 賀　 真 弓
社会教育課 国体推進室 前 原　 力
社会教育課 国体推進室 山 岸　 満
収納課 新潟県　派遣 笛 田　 利 広

前所属新所属《保育園》
浅貝保育園 園長土樽保育園 園長原 沢　 梅 子
湯沢保育園 副園長神立保育園 副園長阿 部　 和 子
神立保育園 副園長湯沢保育園 副園長南雲　きみ江
土樽保育園 主任保育士中央保育園 主任保育士高 橋　 節 子
湯沢保育園 主任保育士土樽保育園 主任保育士南 雲　 友 江
中央保育園 保育士湯沢保育園 保育士南 雲　 智 子
土樽保育園 保育士神立保育園 保育士高橋　さえ子
中央保育園 保育士湯沢保育園 保育士久保田めぐみ
神立保育園 保育士土樽保育園 保育士高 橋　 紀 子
中央保育園 神立保育園 樋 口　 松 江
神立保育園 湯沢保育園 角 谷　 静 子
湯沢保育園 中央保育園 角 谷　 初 美

平成１８年３月３１日付退職
前所属 氏名

総務課 課長中 村　 乾 一
ロープウェー事業所 参事兼営業係長事務取扱田 村　 實
管財課 国土調査係長半 沢　 祥 治
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（
財
）
湯
沢
町
都
市
施
設
公
社
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
１
５
１
１

ヨ
ー
ガ
講
座

身
体
が
か
た
く
て
も
大
丈
夫
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
参
加
で

き
ま
す
。

《
期
間
・
時
間
》

①
４
月　

日
〜
８
月
８
日
の
毎
週
火
曜
日
（
全　

回
）

１８

１６

午
後
７
時　

分
〜
９
時

３０

②
４
月　

日
〜
８
月
９
日
の
毎
週
水
曜
日
（
全　

回
）

１９

１６

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

《
会
場
》

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

（
柔
・
剣
道
場
ま
た
は
小
ホ
ー
ル
）

《
対
象
》

中
学
生
以
上

《
講
師
》

田
村　

ノ
ブ
イ 
氏
（
広
池
秋
子
ヨ
ー
ガ
健
康
法
師
範
）

《
受
講
料
》

１
人　

６，
５
０
０
円

《
服
装
》

身
体
を
締
め
付
け
ず
動
き
や
す
い
服
装

《
持
ち
物
》

汗
ふ
き
タ
オ
ル

《
定
員
》

　

人
程
度

３０
《
申
込
締
切
》

４
月　

日
（
日
）

１６

ピ
ラ
テ
ィ
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
講
座

身
体
の
芯
の
筋
力
「
コ
ア
」
を
鍛
え
、
内
側
か
ら
強
く
し
な

や
か
に
し
、
姿
勢
の
ゆ
が
み
を
整
え
引
き
締
め
ま
す
。
腰
痛
・

肩
こ
り
・
猫
背
の
改
善
に
も
効
果
的
！

《
期
間
・
時
間
》

５
月　

日
〜
７
月　

日
の
毎
週
木
曜
日
（
全　

回
）

１１

２７

１２

①
午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分

３０

３０

②
午
後
８
時
〜
９
時

《
会
場
》

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

（
柔
・
剣
道
場
ま
た
は
小
ホ
ー
ル
）

《
対
象
》

中
学
生
以
上

《
講
師
》

今
成　

典
子 
氏
（
典
子
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
）

《
受
講
料
》

１
人　

５，
０
０
０
円

《
服
装
》

身
体
を
締
め
付
け
ず
動
き
や
す
い
服
装

《
持
ち
物
》

汗
ふ
き
タ
オ
ル

《
定
員
》

　

人
程
度

３０
《
申
込
締
切
》

５
月
９
日
（
火
）

 

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
講
座

リ
ズ
ム
や
ス
テ
ッ
プ
を
主
と
し
た
基
本
レ
ッ
ス
ン
で
す
。

ダ
ン
ス
に
必
要
な
柔
軟
性
を
養
う
た
め
に
、
前
転
・
後
転
な
ど

の
マ
ッ
ト
運
動
も
取
り
入
れ
ま
す
。

《
期
間
・
時
間
》

５
月　

日
〜
７
月　

日
の
毎
週
金
曜
日
（
全　

回
）

１２

２８

１２

午
後
５
時
〜
６
時

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
年
齢
で
ク
ラ
ス
分
け
を
し
、
時
間
が

変
更
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

《
会
場
》

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

（
柔
・
剣
道
場
ま
た
は
小
ホ
ー
ル
）

《
対
象
》

保
育
園
年
少
組
〜
小
学
生

《
講
師
》

今
成　

典
子 
氏
（
典
子
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
）

《
受
講
料
》

１
人　

５，
０
０
０
円

《
服
装
》

動
き
や
す
い
服
装

《
持
ち
物
》

汗
ふ
き
タ
オ
ル

《
定
員
》

　

人
程
度

１５
《
申
込
締
切
》

５
月
９
日
（
火
）

参
加
者
募

参
加
者
募
集集

各
講
座
の
申
込
方
法

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
、受
講
料
を
添
え

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
受
付
時
間
：
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分
）

３０

１５

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
健
康
講

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
健
康
講
座座

※
４
月　

日
（
日
）
午
前　

時　

分

２３

１０

３０

〜　

時　

分
に
「
ピ
ラ
テ
ィ
ス

１１

３０

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
無
料
体
験
講

座
」
を
行
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
４
月　

日
（
土
）
ま
で
に
電
話

２２

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
７
８
５
・

６
９
１
１
）
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
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花花ままつつりりゆゆざざわわ花まつりゆざ花まつりゆざわわ

▼１０：３０～１１：００
�オープニングセレモニー
▼１１：００～
�ちびっこゲームコーナー
�風船プレゼント
�飲食コーナー
�花・苗木販売
�お茶席
�花遊びコーナー
�湯沢高原フラワーフォト入賞作品展
�盆栽展
�ライオンズクラブＰＲコーナー
�緑の百年物語ＰＲコーナー
�国土交通省湯沢砂防ＰＲコーナー
�国道越後湯沢
フラワーウッドクラブパネル展
�ＪＲ越後湯沢駅ＰＲコーナー
�日曜大工コーナー
�ＪＡしおざわコーナー
�ポリポット・プラスチック鉢
リサイクルコーナー
�みどりの羽募金
�日本鶏品評会コーナー
 

 ▼１２：００～１３：００
�魚のつかみどり
▼１３：００～ /１５：００～
�大道芸人パフォーマンスショー
▼１４：００～
�ミス駒子による花鉢プレゼント
▼１４：２０～
�子供雪おろし太鼓披露
▼１４：３５～
�コカリナ披露
▼１４：４５～
�ヒップホップ披露
▼１４：５０～
�よさこい披露
▼１５：００～
�紅山桜プレゼントコーナー

春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ春風にのってててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて
ゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物ゆざわ花物語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語

�日時

４月２９日（土・みどりの日）
１０：３０～１５：３０

�会場
中央公園（カルチャーセンター前池周辺）

�

�

�

�

������������������

������������������

�
�
�
�
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�
�
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�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

飲食コーナ飲食コーナーー
出店者募出店者募集集
（３店舗程度）

●出店資格
湯沢町商工会会員
湯沢町観光協会会員
●出店料
５，０００円（テント代）
●申込締切
４月１８日（火）
●問い合わせ
湯沢カルチャーセンター

平
成　

年
度

１８
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

【
会
場
・
日
時
】

○
新
潟
県
庁
行
政
庁
舎
会
議
室
（
新
潟
市
新
光
町
４
‐
１
）

４
月　

日
（
金
）、
８
月　

日
（
金
）、　

月　

日
（
金
）

２１

１８

１１

１７

平
成　

年
１
月　

日
（
金
）

１９

１９

○
長
岡
地
域
振
興
局
会
議
室
（
長
岡
市
四
郎
丸
１
７
３
‐
２
）

６
月　

日
（
金
）、　

月　

日
（
金
）、
平
成　

年
２
月　

日
（
金
）

１６

１０

２０

１９

１６

※
い
ず
れ
も
時
間
は
、
午
前　

時
〜
午
後
２
時　

分

１０

３０

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
は
休
憩
）

【
持
参
す
る
も
の
】

①
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類

②
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
（
所
轄
警
察
署
が
発
行
し
た
も
の
）

③
審
査
手
数
料
（
１
件
に
つ
き
６，
３
０
０
円
を
新
潟
県
収
入
証
紙

で
納
入
す
る
）

※
印
鑑
は
不
要
で
す
。

※
登
録
審
査
会
で
は
、
法
令
に
定
め
る
鑑
定
の
基
準
（
美
術
的
価
値
、

伝
統
的
な
製
作
方
法
等
）
に
よ
っ
て
審
査
し
ま
す
。
登
録
対
象
に

な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
登
録
証
が
交
付
さ
れ
、所
持
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
銃
砲
刀
剣
類
を
発
見
し
た
場
合
】

・
す
み
や
か
に
最
寄
り
の
警
察
署
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

・
登
録
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
届
出
後
、
登
録
審
査
会
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

・
登
録
審
査
会
に
代
理
の
方
が
来
ら
れ
る
場
合
に
は
、
委
任
状
が
必

要
で
す
。

※
移
動
す
る
際
に
は
、
危
険
の
な
い
よ
う
梱
包
し
、
盗
難
等
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
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倫
理
経
営
講
演
会

魚
沼
倫
理
法
人
会
で
は
、
企
業

経
営
者
・
事
業
主
の
方
々
を
対
象

に
倫
理
経
営
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
参
加
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

４
月　

日
（
火
）

１８

午
後
５
時　

分
〜
９
時

３０

【
会
場
】

会
館
魚
新（
魚
沼
市
中
央
街
・
国

道　

号
線
沿
い
）

１７
【
内
容
】

倫
理
経
営
講
演
会
、
体
験
者
報

告
、
図
書
紹
介
、
懇
親
会

【
講
師
】

水
上　

宏 
氏

（
社
団
法
人
倫
理
研
究
所
参
与
）

綿
貫　

富
康 
氏

（
社
団
法
人
倫
理
研
究
所
経
営
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

【
参
加
料
】

２，

０
０
０
円

（
懇
親
会
費
込
み
）

【
後
援
】

魚
沼
市
、
南
魚
沼
市
、
川
口
町
、

湯
沢
町

【
問
い
合
わ
せ
】

魚
沼
倫
理
法
人
会

℡
０
２
５
・
７
９
２
・
０
１
０
１

県
立
六
日
町
病
院

臨
時
職
員
募
集

【
職
種
】

看
護
職

【
資
格
】

看
護
師
ま
た
は
助
産
師
の
資
格

を
お
持
ち
の
方

【
採
用
予
定
日
】

５
月
１
日
（
月
）

【
申
込
】

履
歴
書
に
写
真
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
試
験
】

随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
事
前
に

連
絡
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
面
接

日
時
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

県
立
六
日
町
病
院

℡
７
７
２
・
７
１
１
１

湯
沢
町
観
光
活
性
化

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

【
日
時
】

４
月　

日
（
月
）

２４

午
後
２
時　

分
〜

３０

【
会
場
】

湯
沢
町
公
民
館

【
内
容
】

○
第
１
部

基
調
講
演

・
講
師

く
ら
た　

ま
な
ぶ 
氏
（
新
潟
産

業
創
造
機
構
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

○
第
２
部

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

【
定
員
】

２
０
０
人
（
入
場
無
料
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

（
財
）
新
潟
経
済
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー℡

０
２
５
・
２
４
６
・
３
２
１
１

（14）広報ゆざわ　H１８．４．９

湯沢町融雪災害警戒本部を
設置しました

融雪期をむかえ、今後雪解けによる土砂災害の
発生や河川の増水等による災害の発生が懸念され
ることから、３月３１日午後５時に関係部局で構成す
る「湯沢町融雪災害警戒本部」を設置しました。
なお、本警戒本部の設置をもって湯沢町豪雪災
害対策本部は解散します。

【問い合わせ】
総務課消防防災係　℡７８４－３４５１
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※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
逝
去
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

３
月　

日
２２

３
月　

日
２２

３
月　

日
２２

３
月　

日
２３

宮
下

田
村

佐
藤

南
雲

ウ
メ
ノ

富
次

ミ
チ

栄
美
子

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

　

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

３
月
９
日

３
月　

日
１４

３
月　

日
１７

３
月　

日
１９

樋
口

安
部

田
村

原
沢

 
巧
悦 

こ
う
え
つ

 
咲
哉 

さ
く
や

 
遼
祐 

り
ょ
う
す
け

 
英
奈 
え

な

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

こ
の
度
の
人
事
異
動
に

よ
り
、
こ
の
号
が
私
が
つ
く

る
最
後
の
広
報
と
な
り
ま

し
た
。

平
成　

年
か
ら
５
年
間
、
広
報
を
編

１３

集
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
間
、
中
越
大
震
災
や
豪
雪
の
対

応
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
や
、
誤
字
・
脱

字
な
ど
の
失
敗
が
多
々
あ
り
お
叱
り

の
電
話
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
各
種
行
事
の
取
材
を
通
じ
、

楽
し
い
思
い
出
も
た
く
さ
ん
つ
く
り

ま
し
た
。

広
報
を
読
ん
で
く
れ
た
皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
「
広
報
ゆ
ざ
わ
」
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
総
務
課
庶
務
係　

南
雲
）
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